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部部門門 氏氏名名 研研究究分分野野 キキーーワワーードド 頁頁

素素
材材
・・
加加
工工
部部
門門

村中貴幸 機械工学科 板成形，焼付き，チタン 130

山田健太郎 教育研究支援センター 機械設計，機械加工 131

山本裕之 一般科目教室（自然科学系） セルロース，紙，構造，ナノファイバー 132

山脇夢彦 物質工学科 反応有機化学，有機合成化学，有機光化学，ファインケミカル 133

計計
測測
・・
制制
御御
部部
門門

青木宏樹 一般科目教室（自然科学系） 体力測定，子ども，運動遊び 137

伊勢大成 機械工学科 インテリジェントタイヤ，パラメータ設計，機能性評価 138

金田直人 機械工学科 機構設計，繊維機械，画像処理，シーケンス制御 139

亀山建太郎 機械工学科 制御，モデリング，システム同定，信号処理，移動ロボット，農工連携 140

北川浩和 教育研究支援センター
機械加工，汎用工作機械，エンジン分解組立て、電子工事，電気工作，組込み型

マイコン
141

北野公崇 教育研究支援センター 光ファイバ変位計, ３次元特性, 等方性 142

小松貴大 （情報・通信部門参照） 106

佐藤 匡 電気電子工学科 予見制御，スライディングモード制御，入力制限問題 143

千徳英介 機械工学科 温度計測，切削抵抗，工具磨耗，レーザフォーミング 144

西 仁司 電子情報工学科 信号解析，画像解析，ものづくり 145

林田剛一 教育研究支援センター 複合現実，機械設計，仮撚加工，シーケンス制御，空圧機器 146

村田知也 電子情報工学科 AI，ディープラーニング，プログラミング，教材開発，ゲーム 147

米田知晃 電気電子工学科 イオンビーム，放射線，センサ，回路設計 148
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所所属属部部門門  地地域域・・文文化化  環環境境・・生生態態  エエネネルルギギーー 安安全全・・防防災災  情情報報・・通通信信  素素材材・・加加工工  計計測測・・制制御御  

機機  械械  

工工学学科科  

藤田克志 

○芳賀正和

加藤寛敬 

村中貴幸 

高橋 奨 

◎亀山建太郎

千徳英介

金田直人

伊勢大成

電電気気電電子子  

工工学学科科  

山本幸男 

秋山 肇 

丸山晃生 

堀川隼世 

荒川正和 

松浦 徹 

西城理志 

佐藤 匡 

米田知晃 

電電子子情情報報  

工工学学科科  

◎高久有一 斉藤 徹 

青山義弘 

波多浩昭 

◎小越咲子

川上由紀

小松貴大

西 仁司 

○村田知也

小松貴大

物物  質質  

工工学学科科  

髙山勝己 

松野敏英 

◎後反克典

川村敏之

○坂元知里

上島晃智

○佐々和洋 ○常光幸美

松井栄樹

◎西野純一

古谷昌大

山脇夢彦

環環境境都都市市  

工工学学科科  

奥村充司 奥村充司 吉田雅穂 

辻子裕二 

野々村善民 

辻野和彦 

○田安正茂

◎樋口直也

大和裕也

芹川由布子

蓑輪圭祐

蓑輪圭祐 

一一般般科科目目  

（（自自然然系系））  

長水壽寛 

柳原祐治 

井之上和代 

山田哲也 

中谷実伸 

相場大佑 

土田 怜 

◎長谷川智晴

挽野真一

古谷峻熙

東 章弘

松井一洋

岡本拓夫 長谷川智晴 

山本裕之 

青木宏樹 

一一般般科科目目  

（（人人文文系系））  

市村葉子 

門屋飛央 

池田彩音 

佐藤勇一 

○川畑弥生

木村美幸

森  貞

原口 治

宮本友紀

藤田卓郎

Pauline Anne Therese 

M. Mangulabnan

教教育育研研究究  

支支援援ｾｾﾝﾝﾀﾀｰー  

白﨑恭子 小木曽晴信 

廣部まどか 

舟洞久人 

片岡裕一 

白﨑恭子 清水幹郎 

中村孝史 

内藤岳史 

北川浩和 

堀井直宏 

藤田祐介 

山田健太郎 

久保杏奈 

北川浩和 

北野公崇 

林田剛一 

◎部門長，○副部門長
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

【【微微生生物物にによよるる河河川川浄浄化化】】  

  自自然然固固着着菌菌種種のの活活性性化化法法  

  

  工工場場やや住住宅宅かからら排排出出さされれるる排排水水はは、、時時ととししてて河河川川のの

自自然然浄浄化化機機能能をを超超ええ、、ヘヘドドロロととししてて低低流流速速領領域域にに溜溜ままっっ

ててゆゆくく。。特特にに治治水水事事業業ととししててココンンククリリーートトにによよるる三三面面張張りり

工工法法がが採採用用さされれたた場場合合ににはは、、微微生生物物繁繁殖殖機機能能がが著著ししくく

阻阻害害さされれ、、ここのの傾傾向向がが顕顕著著ととななるる。。そそここでで、、ヘヘドドロロのの溜溜まま

るる領領域域のの微微生生物物をを活活性性化化すするる方方法法でで、、ヘヘドドロロのの分分解解機機

能能をを促促進進しし、、効効率率的的にに堆堆積積物物をを除除去去すするる方方法法探探るる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【和和紙紙製製造造ののププロロセセスス改改善善】】  

和和紙紙補補助助原原料料のの特特性性解解析析  

  

  和和紙紙はは植植物物のの靱靱皮皮をを砕砕きき水水にに分分散散ささせせるるここととでで抄抄紙紙

をを行行ううがが、、ここののととききにに補補助助原原料料ととししてて植植物物由由来来のの分分散散剤剤

をを配配合合すするる。。ここのの分分散散剤剤のの科科学学的的特特性性をを解解析析すするるこことと

にによよっってて、、よよりり合合理理的的でで品品質質のの高高いい和和紙紙製製造造へへのの貢貢献献

をを図図るる。。ままたた、、分分散散剤剤のの新新ししいい保保存存方方法法をを開開発発すするるこことと

でで、、廃廃棄棄物物のの低低減減にに寄寄与与すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

非天然有機化合物の生化学的変換と光学分割 

 

氏氏名名：：      上上島島晃晃智智／／UUEEJJIIMMAA  AAkkiinnoorrii  EE--mmaaiill：：  uueejjiimmaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  嘱嘱託託教教授授  学学位位：：  博博士士  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本化化学学会会，，電電気気化化学学会会  

キキーーワワーードド：：  環環境境浄浄化化，，微微生生物物，，機機能能性性和和紙紙  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・和和紙紙副副原原料料保保存存剤剤のの影影響響解解析析  

・・福福井井県県環環境境審審議議会会特特別別委委員員  

・・  
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研研究究内内容容：：    

  

  

【【福福井井県県内内のの潜潜在在自自然然植植生生のの概概念念にに基基づづくく広広葉葉樹樹幼幼苗苗植植栽栽地地のの調調査査】】  

・・福福井井県県内内のの潜潜在在自自然然植植生生のの概概念念にに基基づづくく広広葉葉樹樹植植栽栽地地（（環環境境保保全全林林））ににつついいてて，，植植生生発発達達状状況況をを調調査査ししてていい

まますす．．  

・・植植樹樹地地のの土土壌壌特特性性（（物物理理・・化化学学性性））がが植植生生にに及及ぼぼすす影影響響ににつついいてて研研究究をを行行っってていいまますす．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

一一軸軸圧圧縮縮試試験験機機    

ｐｐHH・・EECC 測測定定器器    

CCBBRR 試試験験機機    

トトーータタルルスステテーーシショョンン    

GGNNSSSS（（GGPPSS））受受信信機機・・解解析析ソソフフトト    

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

福福井井県県内内のの潜潜在在自自然然植植生生のの概概念念にに基基づづくく広広葉葉樹樹幼幼苗苗植植栽栽地地のの調調査査 

 

氏氏名名：：      小小木木曽曽  晴晴信信／／OOGGIISSOO  HHaarruunnoobbuu  EE--mmaaiill：：  ooggiissoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門職職員員  学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：  

鯖鯖江江市市環環境境ままちちづづくくりり委委員員会会，，越越のの郷郷地地球球環環境境会会議議，，エエココププララザザささばば

ええ，，IIGGEESS 国国際際生生態態学学セセンンタターー研研究究会会員員，，応応用用生生態態工工学学会会，，自自然然環環境境

復復元元学学会会  

キキーーワワーードド：：  測測量量，，地地盤盤，，環環境境，，植植生生，，植植樹樹  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・地地元元産産苗苗木木をを用用いいたた植植樹樹活活動動（（越越のの里里地地球球環環境境会会議議ででのの活活動動））  

・・デデジジタタルルアアーーカカイイブブのの制制作作((YYoouuTTuubbee,,SSttrreeeett  vviieeww))（（福福井井総総合合植植物物園園ととのの共共同同制制作作））  
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 
 

研研究究タタイイトトルル：：  

水生生物による河川環境の調査・評価 

 

氏氏名名：：      奥奥村村充充司司／／OOKKUUMMUURRAA  MMiittssuusshhii  EE--mmaaiill：：  ookkuummuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  工工学学修修士士  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
土土木木学学会会，，日日本本水水環環境境学学会会，，日日本本材材料料学学会会，，廃廃棄棄物物学学会会，，応応用用生生態態

工工学学会会，，NNPPOO 福福井井地地域域地地盤盤防防災災研研究究所所  

キキーーワワーードド：：  上上水水道道，，下下水水道道，，水水質質調調査査，，地地下下水水汚汚染染，，生生物物指指標標  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

  

  河河川川無無脊脊椎椎動動物物おおよよびびそそれれららのの餌餌ととななるる流流域域森森林林かからら供供給給さされれるるリリタターー，，河河道道内内部部生生産産ででああるる付付着着藻藻類類のの現現存存

量量・・生生産産量量調調査査をを行行いい，，河河川川水水質質おおよよびび河河川川のの自自然然度度，，生生態態系系のの持持続続性性をを評評価価すするる。。  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

【【計計量量証証明明をを必必要要ととししなないい環環境境計計測測（（含含むむ作作業業環環境境））】】  

  

●●工工程程やや作作業業のの変変更更ををおおここななううとと排排出出さされれるる排排ガガススやや排排水水ななどどにに含含ままれれるる有有害害物物質質のの濃濃度度がが変変化化すするる場場合合ががああ

りりまますす。。有有害害物物質質のの濃濃度度がが増増加加すするるとと，，環環境境汚汚染染やや地地域域住住民民やや労労働働者者のの健健康康障障害害のの原原因因ととななりりええまますす。。  

  

●●ここののよよううにに環環境境計計測測はは CCSSRR ととししててのの環環境境負負荷荷のの低低減減やや健健康康障障害害のの防防止止ののたためめにに重重要要でですす。。  

  ししかかしし，，専専用用のの分分析析機機器器をを持持たたなないい事事業業所所はは，，排排水水のの水水質質測測定定やや作作業業環環境境改改善善ののたためめのの自自社社測測定定がが不不可可能能なな

状状況況でですす。。  

  

●●現現在在,,福福井井県県和和紙紙工工業業組組合合よよりり委委託託（（88 事事業業所所））をを受受けけてて，，事事業業所所排排水水がが越越前前市市指指定定のの環環境境基基準準項項目目のの基基準準値値

にに適適合合しし，，適適正正にに排排出出さされれてていいるるかか確確認認すするるたためめササンンププリリンンググおおよよびび測測定定をを実実施施中中でですす。。  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：    

社社会会的的責責任任ののたためめのの環環境境測測定定 

 

氏氏名名：：      片片岡岡  裕裕一一／／KKAATTAAOOKKAA  YYuuiicchhii  EE--mmaaiill：：  kkaattaaookkaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術職職員員  学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：  作作業業環環境境測測定定協協会会，，大大学学等等環環境境安安全全協協議議会会  

キキーーワワーードド：：  環環境境測測定定，，安安全全衛衛生生  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

引引張張試試験験機機  LLCCSS  11--3300//22  ((東東京京試試験験機機))    

折折曲曲げげ試試験験機機  MMIITT 耐耐折折試試験験機機  ((テテススタターー産産業業))    
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研研究究内内容容：：    

  

納納豆豆菌菌ででああるる BBaacciilllluuss 属属細細菌菌のの単単

離離・・同同定定をを行行いい、、そそれれぞぞれれのの特特徴徴やや

生生理理機機能能ななどどをを応応用用すするるここととをを目目的的

ととししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

単単離離ししたた BBaacciilllluuss 属属細細菌菌をを色色々々

なな条条件件でで培培養養すするるとと、、化化合合物物をを生生

産産すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

下下図図はは抽抽出出ししたた化化合合物物のの界界面面活活

性性剤剤ととのの相相互互作作用用をを分分析析ししてていいるる。。  

単単離離ししたた化化合合物物ににどどののよよううなな性性質質

ががああるるかか調調べべ、、化化合合物物をを応応用用ででききなな

いいかかをを検検討討すするる。。  

単単離離ししたた化化合合物物ををモモデデルル生生物物ででああ

るるメメダダカカややププララナナリリアアへへ投投与与ししてて細細胞胞

へへのの影影響響をを見見たたりり、、カカビビややキキノノココのの生生

育育へへのの関関与与ににつついいてて解解析析をを行行っってていい

るる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

トトキキシシココゲゲノノミミククススにによよるる食食品品おおよよびび水水環環境境中中のの化化学学物物質質ののモモニニタタリリンンググ  

 

氏氏名名：：      川川村村敏敏之之／／KKAAWWAAMMUURRAA  TToosshhiiyyuukkii  EE--mmaaiill：：  kkaawwaammuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本動動物物学学会会，，高高専専学学会会  

キキーーワワーードド：：  ババイイオオテテククノノロロジジーー，，分分子子生生物物学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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研研究究内内容容：：    

  

【【ママイイククロロ波波分分解解法法にによよるる木木質質ババイイオオママスス燃燃料料中中のの迅迅速速元元素素分分析析法法のの開開発発】】  

環環境境試試料料おおよよびび材材料料中中にに含含ままれれるる微微量量元元素素のの分分析析でではは，，試試料料のの前前処処理理法法のの検検討討やや分分析析のの妨妨げげととななるるママトトリリクク

スス成成分分（（主主成成分分））のの影影響響のの軽軽減減がが重重要要ととななるる。。ここれれららのの要要因因をを取取りり除除きき，，微微量量元元素素をを精精確確にに定定量量すするるたためめのの試試料料分分

解解法法やや目目的的元元素素のの分分離離，，精精製製法法のの開開発発をを行行っってていいるる。。ここここででははママイイククロロ波波をを用用いいたた木木質質ペペレレッットトのの分分析析法法のの開開発発をを

例例にに示示すす。。  

ママイイククロロ波波分分解解装装置置のの高高温温・・高高圧圧条条件件をを用用いいるるとと，，従従来来はは困困難難ででああっったた試試料料分分解解をを安安全全・・迅迅速速にに達達成成ででききるる。。本本

方方法法にによよるる前前処処理理とと，，誘誘導導結結合合ププララズズママ質質量量分分析析（（IICCPP--MMSS））装装置置等等をを組組みみ合合わわせせるるここととでで極極微微量量元元素素（（pppptt～～ppppmm））

のの多多元元素素（（約約 7700 元元素素））同同時時定定量量分分析析がが可可能能ととななるる。。  

他他ににもも溶溶媒媒抽抽出出おおよよびび固固相相抽抽出出をを用用いいたた前前処処理理法法やや，，LLCC カカララムムをを組組みみ合合わわせせたたオオンンラライインン分分析析法法のの開開発発にによよ

りり，，ホホウウ素素，，ヒヒ素素等等，，カカドドミミウウムム，，水水銀銀のの環環境境汚汚染染のの原原因因ととななるる物物質質のの評評価価にに関関ししてて検検討討をを行行っってていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                

  

                図図 11  ママイイククロロ波波前前処処理理法法                    図図 22  高高分分解解能能 IICCPP--MMSS 装装置置にによよるる微微量量元元素素のの分分析析  

  

  

  

 

ママイイククロロ波波

圧圧力力セセンンササーー

硝硝酸酸

木木質質ペペレレッットト

PTFE容容器器

ママイイククロロ波波分分解解法法

温温度度：：~250℃℃

圧圧力力：：~100気気圧圧

・・迅迅速速、、簡簡便便
・・揮揮発発性性元元素素のの
分分析析もも可可能能！！

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

二二重重収収束束型型誘誘導導結結合合ププララズズママ質質量量分分析析装装置置  EELLEEMMEENNTT22  ママイイククロロ波波分分解解装装置置  TTiittaann  MMPPSS  

誘誘導導結結合合ププララズズママ発発光光分分析析装装置置  OOppttiimmaa88330000  紫紫外外可可視視吸吸光光光光度度計計  UUVV--22770000  

高高分分解解能能フフレレーームムレレスス原原子子吸吸光光分分析析装装置置  CCoonnttrrAAAA  660000  全全有有機機炭炭素素分分析析計計  mmuullttii  NN//CC  33110000  

フフレレーームム原原子子吸吸光光分分析析装装置置  AAAA--77000000  差差動動型型示示差差熱熱天天秤秤  TTGG  88112200  

イイオオンンククロロママトトググララフフ  IInntteeggrriioonn  RRFFIICC  高高感感度度示示差差走走査査熱熱量量計計  DDSSCC  88223300  

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

原原子子ススペペククトトルル法法をを用用いいたた環環境境・・材材料料中中のの微微量量元元素素分分析析  

 

氏氏名名：：      後後反反克克典典／／GGOOTTAANN  KKaattssuunnoorrii  EE--mmaaiill：：  ggoottaann@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本分分析析化化学学会会，，日日本本地地球球化化学学会会  

キキーーワワーードド：：  微微量量元元素素分分析析，，環環境境・・材材料料分分析析，，高高感感度度分分析析  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・環環境境試試料料中中のの微微量量元元素素分分析析おおよよびび材材料料中中のの不不純純物物成成分分のの分分析析  

・・前前処処理理（（試試料料分分解解，，分分離離・・濃濃縮縮技技術術等等））をを含含むむ微微量量元元素素分分析析法法のの開開発発  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

生体機能を利用したバイオデバイスとシステムの創製 

 

氏氏名名：：      坂坂元元知知里里／／SSAAKKAAMMOOTTOO  CChhiissaattoo  EE--mmaaiill：：  ssaakkaammoottoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  電電気気化化学学，，ババイイオオデデババイイスス，，酵酵素素固固定定化化  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・電電極極材材料料へへのの生生体体分分子子のの固固定定化化  

・・生生体体分分子子・・化化学学物物質質のの電電気気化化学学測測定定  

・・細細胞胞接接着着領領域域をを制制御御すするる装装置置のの開開発発  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

ババイイオオデデババイイススはは，，電電極極上上にに生生体体やや酵酵素素等等のの生生体体分分子子をを固固定定化化しし，，ババイイオオ燃燃料料ももししくくはは測測定定対対象象分分子子にに対対すす

るる生生体体のの応応答答情情報報をを電電子子情情報報ととししてて測測定定すするる素素子子でですす（（FFiigguurree  11））。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                                                            

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

【【対対象象＝＝環環境境汚汚染染分分子子等等のの場場合合】】  

HHiigghh  tthhrroouugghhppuutt なな環環境境評評価価ツツーールルととししてて，，  

ババイイオオセセンンササデデババイイススおおよよびびシシスステテムムのの開開発発をを行行うう。。  

【【対対象象＝＝ババイイオオ燃燃料料のの場場合合】】  

化化石石エエネネルルギギーーにに代代わわるる新新エエネネルルギギーー素素子子ととししてて，，  

高高出出力力ななババイイオオ燃燃料料電電池池のの開開発発をを行行うう。。  

 
FFiigguurree11  ババイイオオデデババイイススのの概概要要  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

LLCC//MMSS（（WWaatteerrss））  蛍蛍光光光光度度計計（（日日立立））  

GGCC//MMSS（（AAggiilleenntt））  微微生生物物培培養養関関連連設設備備等等  

PPCCRR（（BBiioo--LLaadd））    

UUVV//VViiss（（日日本本分分光光））    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究内内容容：：  微微生生物物にによよるるセセンンシシンンググ・・レレメメデデイイエエーーシショョンンかからら農農業業生生産産にに関関すするる貢貢献献ままでで  

11）） 細細胞胞表表層層工工学学ととはは，，下下図図にに示示すすよよううにに細細菌菌やや酵酵母母をを代代表表ととすするる細細胞胞表表層層にに酵酵素素やや、、レレセセププタターーななどどのの生生体体認認

識識素素子子をを発発現現ささせせ，，ここれれをを用用いいてて医医薬薬やや環環境境浄浄化化にに用用いいるる技技術術でですす。。現現在在、、酵酵母母細細胞胞表表層層にに糖糖鎖鎖をを認認識識すするる

レレククチチンンタタンンパパクク質質をを発発現現ささせせ、、そそのの応応用用展展開開にに関関すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                                                                                    

                  

                                                      

                                                  

２２））  よよいい土土壌壌かかららおおいいししいい野野菜菜ががででききるる。。土土壌壌のの良良しし悪悪ししはは物物理理的的、、化化学学的的、、生生物物学学的的評評価価のの 33 つつのの視視点点でで行行わわ

れれまますす。。当当研研究究室室でではは、、生生物物学学的的評評価価（（土土壌壌微微生生物物群群衆衆解解析析））にに焦焦点点ををおおきき、、GGCC//MMSS をを用用いいたた評評価価法法にに関関すするる研研

究究をを行行っってていいまますす。。  

  

33））  有有機機廃廃棄棄物物質質のの微微生生物物にによよるる有有効効利利用用にに取取りり組組んんででいいまますす。。  

  

 

NH-CH2-CH2-PO4-

PO4

C-C-C

O O

C=＝CO O 

GPIアンカー

MBL/CBR

パン酵母

C-末端側

酵母表層へのレクチン発現

研研究究タタイイトトルル：：微微生生物物をを用用いいたたババイイオオセセンンシシンンググややババイイオオレレメメデデイイエエーーシショョンンにに  

関関すするる研研究究  

 

氏氏名名：：      髙髙山山勝勝己己／／TTAAKKAAYYAAMMAA  KKaattssuummii  EE--mmaaiill：：  ttaakkaayyaammaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（農農学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本化化学学会会，，日日本本分分析析化化学学会会，，日日本本生生物物工工学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協

会会  

キキーーワワーードド：：  ババイイオオレレメメデディィエエーーシショョンン，，ババイイオオセセンンササーー，，ババイイオオリリフファァイイナナリリーー、、環環境境創創造造型型農農業業  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・微微生生物物をを用用いいたた基基礎礎並並びびにに応応用用技技術術全全般般・・  

・・食食とと農農業業にに関関すするる研研究究全全般般  

・・木木質質ババイイオオママススのの有有効効利利用用にに関関すするる研研究究  

・・藻藻類類をを用用いいたたババイイオオリリフファァイイナナリリーーにに関関すするる研研究究  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究タタイイトトルル：：  

データに重点を置いた安全衛生教育 

 

氏氏名名：：      廣廣部部  ままどどかか  ／／  HHIIRROOBBEE  MMaaddookkaa  EE--mmaaiill：：  mm--hhiirroobbee@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術職職員員  学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用生生態態工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  里里地地里里山山，，生生物物調調査査，，保保全全活活動動，，ＷＷＢＢＧＧＴＴ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

高高等等専専門門学学校校ににおおいいててもも産産業業界界とと同同様様なな物物質質((薬薬品品やや製製品品))をを取取りり扱扱うう、、ここれれららはは教教育育をを行行わわななけけれればば重重大大なな事事

故故やや健健康康障障害害ををももたたららすす。。ままたた作作業業ににおおいいててもも金金属属アアーークク溶溶接接等等、、作作業業中中にに発発生生すするる溶溶接接ヒヒュューームムをを吸吸いい込込むむとと、、

そそのの中中にに含含ままれれるるママンンガガンンにによよるる神神経経障障害害ややじじんん肺肺、、肺肺ががんん等等のの健健康康障障害害をを引引きき起起ここすすおおそそれれががああるる。。ここれれららのの

物物質質やや作作業業にに対対ししてて十十分分なな安安全全衛衛生生教教育育がが必必要要ででああるる。。学学生生ににおおいいててはは、、同同じじ実実験験・・実実習習ははほほととんんどど繰繰りり返返ささずず

卒卒業業ままでで非非定定常常作作業業のの連連続続ででああるる。。教教職職員員ににつついいててもも、、研研究究やや技技術術開開発発ににおおいいててはは、、非非定定常常とと言言ええるる。。ここののよよううなな

状状況況のの中中でで少少ししだだけけ・・ししばばららくくだだけけのの作作業業にに対対ししてて効効果果的的なな安安全全衛衛生生教教育育のの方方法法やや内内容容ににつついいてて検検討討をを重重ねねてていい

るる。。  

現現在在はは、、令令和和 33 年年４４月月１１日日かからら施施行行・・適適用用さされれるるここととととななっったた金金属属アアーークク溶溶接接にに関関すするる労労働働安安全全衛衛生生法法、、特特定定化化

学学物物質質障障害害予予防防規規則則等等のの改改正正にに対対応応しし、、防防じじんんママススククをを題題材材にに、、理理解解がが十十分分ででななけけれればば行行動動ででききなないい学学生生にに対対しし

てて、、統統計計やや科科学学的的根根拠拠にに基基づづきき Know-why(ななぜぜここのの手手順順ななののかか)、、Know-what(どどんんなな状状態態ににななるるののかか)をを理理解解

ささせせるる教教育育内内容容とと理理解解度度向向上上ののたためめのの装装置置開開発発をを研研究究課課題題ととししてていいるる。。  
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研研究究内内容容：：    

  

  【【平平行行複複式式無無機機化化をを行行うう微微生生物物郡郡のの固固体体単単体体へへのの固固定定化化】】  

  

●●目目的的      ：：恒恒常常的的なな電電力力をを用用いいるる操操作作をを用用いいるるここととななくく，，有有機機物物かからら無無機機肥肥料料  

                    成成分分ででああるる硝硝酸酸態態窒窒素素をを効効率率よよくく生生成成すするる方方法法のの提提供供  

●●社社会会的的意意義義：：有有機機質質資資源源のの再再資資源源化化のの大大規規模模化化にに伴伴うう電電力力ココスストトのの削削減減  

                    窒窒素素固固定定--脱脱膣膣循循環環のの適適正正化化にによよるる環環境境負負荷荷のの低低減減        

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・・多多孔孔質質担担体体へへのの微微生生物物固固定定にによよるる無無機機肥肥料料製製造造速速度度向向上上 

  

  

  

  

  

  

  

平平行行複複式式無無機機化化をを行行ううババイイオオフフィィルルムム            固固定定化化にによよるる反反応応効効率率化化及及びび省省電電力力化化  

  

  

 

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究タタイイトトルル：：  

【【平平行行複複式式無無機機化化をを行行うう微微生生物物郡郡のの固固体体単単体体へへのの固固定定化化  

 

氏氏名名：：      舟舟洞洞  久久人人／／FFUUNNAABBOORRAA  HHiissaattoo  EE--mmaaiill：：  ffuunnaabboorraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術職職員員  学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  生生物物工工学学，，ババイイオオフフィィルルムム，，ババイイオオセセンンササーー  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・理理科科へへのの興興味味喚喚起起をを促促すす公公開開講講座座  

・・ＨＨＰＰＬＬＣＣややＤＤＮＮＡＡシシーーククエエンンシシンンググ，，ボボルルタタメメトトリリーー等等のの化化学学的的分分析析手手法法  

・・  

・・  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

凍凍結結乾乾燥燥機機    

遠遠心心分分離離機機    
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

微生物を用いた有価物生産 

 

氏氏名名：：      松松野野敏敏英英／／MMAATTSSUUNNOO  TToosshhiihhiiddee  EE--mmaaiill：：  mmaattssuunnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（農農学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本生生物物工工学学会会，，日日本本農農芸芸化化学学会会  

キキーーワワーードド：：  微微生生物物，，物物質質生生産産，，生生物物機機能能  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・微微生生物物にに関関わわるる産産官官学学共共同同研研究究やや連連携携事事業業  

・・微微生生物物にに関関わわるる公公開開講講座座・・出出前前授授業業  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

  

  【【土土壌壌微微生生物物叢叢のの解解析析】】  

土土壌壌環環境境微微生生物物のの解解析析をを行行うう。。土土壌壌かからら微微生生物物由由来来のの DDNNAA をを抽抽出出しし，，土土壌壌微微生生物物叢叢ににつついいてて解解析析すするる。。ままたた，，

土土壌壌微微生生物物叢叢のの経経時時変変化化ににつついいててもも解解析析すするる。。たたととええばば，，農農地地（（水水田田，，畑畑））やや汚汚染染土土壌壌にに存存在在すするる微微生生物物叢叢をを解解

析析すするるここととががででききるる。。  

  

  

【【微微生生物物をを用用いいたた物物質質生生産産】】  

大大腸腸菌菌やや酵酵母母をを宿宿主主ととししてて有有用用物物質質をを生生産産すするる。。大大腸腸菌菌やや酵酵母母にに最最適適なな遺遺伝伝子子をを導導入入すするるここととでで、、目目的的のの有有用用

物物質質をを生生産産すするるここととががででききるる。。  
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